
令和４年度
長崎県看護協会県南支部

看護研究会

12/3
（土）

■主催 公益社団法人 長崎県看護協会県南支部

【お問い合わせ】 電話 095-820-3033
mail kangokennan@live.jp

会 員 2,000円

非会員 4,000円

参 加 費

12:00 発表者受付
13:00～13:10 開会・オリエンテーション
13:10～13:50 第Ⅰ群発表
13:50～14:30 第Ⅱ群発表
14:30～14:40 休憩
14:40～15:20 第Ⅲ群発表
15:20～16:00 第Ⅳ群発表
16:00～16:10 まとめ・閉会

プログラム



発表席順 時間配分 発表者 施設名

1 13:10～ 本山　由美 医療法人外海弘仁会　日浦病院

2 目山　雄太 医療法人慈恵会　小江原中央病院

3 松山　美史 社会福祉法人　恩賜財団　済生会支部　済生会長崎病院

4 ～13：50 立川　由羽 医療法人昭和会　昭和会病院

5 13：50～ 藥王寺　萌香 特定医療法人　光晴会病院

6 松本　詩織 社会医療法人　長崎記念病院

7 平川　史歩 医療法人　重工記念長崎病院

8 ～14：30 森田　かおり 医療法人常葉会　長与病院　訪問看護ステーションながよ

9 14：40～ 前田　未奈美 地方独立行政法人　長崎市立病院機構　長崎みなとメディカルセンター

10 一力　瞳 医療法人昭和会　昭和会病院

11 川畑　早紀 地方独立行政法人　長崎市立病院機構　長崎みなとメディカルセンター

12 ～15：20 井手　綾子 医療法人昭和会　昭和会病院

9 15：20～ 西田　優花 一般社団法人是真会　長崎リハビリテーション病院

10 畑田　悠花 社会医療法人健友会　上戸町病院

11 原口　康 社会医療法人春回会　長崎北病院

12 ～16:00 畑田　智子 社会医療保人春回会　長崎北病院

口演

Ⅳ
群
　
看
護
実
践
能
力
向
上

回復期におけるスキンテア発生患者の実態調査

多職種で取り組む安全な酸素療法の提供
～酸素ボンベの取り扱いに関する意識調査～

早期の身体拘束解除に向けたカンファレンスの進め方
～ミトンに焦点を当てたカンファレンス内容の分析～

食事介助における摂食機能の評価とアセスメント能力向上への取り組み

演題

訪問看護における業務の統一と人材育成の検討

労働環境作りから始まる働き方改革

Withコロナ時代における在宅オンライン面会のシステムへの取り組み

令和4年度　県南支部　看護研究会　演題一覧

口演

Ⅰ
群
　
看
護
実
践
・
評
価
1

始業前残業の削減による身体的・精神的負担の変化

入退院を繰り返すセルフケア困難な心不全患者への支援
－再入院までの期間延長が出来た一事例－

口演

Ⅲ
群
　
看
護
実
践
・
評
価
3

寝たきり認知症患者の睡眠障害に対する日中ケアの効果
～日光浴とレクリエーションを用いて～

終末期における苦痛緩和と患者・家族の思いに沿った関わり

急性期における低出生体重児の体温変動の結果と今後の体温管理について
～サーボコントロールを使用して～

自宅退院へ向けた多職種連携による取り組み

新生児の痛みのケアの記録・評価と痛みのケアのタイミングの検討

口演

Ⅱ
群
　
看
護
実
践
・
評
価
2

ALS患者の在宅支援の取り組み
～福祉用具（リフト）の活用と今後の展望～

腰痛体操の取り組みと心理的変化


